
防コミの歩き方
1.はじめに
　消防団員は、それぞれの職業を持つかた
わら、「自らの地域は自らが守る」という郷土
愛護の精神で災害時等に消防団活動に従
事する非常勤の特別職の地方公務員です。
２.消防団活動
　消防団は地域の実情に精通し、地域密
着性、要員動員力及び即時対応力の面に
優れた組織であり、日夜を問わず通常の火
災に対応するほか、阪神・淡路大震災のよ
うな大規模災害時にも非常に頼りになりま
す。また、平常時には震災の教訓を踏まえ、
地域の防災力を向上させるために結成され
た防災福祉コミュニティの防災指導も担って
います。具体的には地域住民への応急手当
の普及啓発や子ども達への防災教育などを
行っており、地域の総合防災力向上を目指
して地域に根付いた活動をしています。
３.入団促進策
　神戸市の消防団は条例で定員を4，000
名と定めており、従前はほぼ定員に充足して
いましたが、現在の充足率は94％となってい

ます。近年、少子高齢化やサラリ一マン化な
どにより消防団員の確保が難しくなっている
ことが原因と考えられます。このような状況の
中、条例で定められる任命要件の拡大や、
神戸市消防局及び神戸市消防協会のホー
ムページで消防団活動を広報するなど、入
団促進を図っています。
（1）神戸市消防団条例の改正
　消防団員の入団については、平成19年3
月以前は18歳以上で、消防団の区域内に
住んでいるという住所地の要件でしか入団で
きませんでしたが、同年4月には消防団の区
域内で勤務しているという勤務地要件によっ
ても入団可能とし、さらに本年4月から「その
区域内の学校に在学している」在学地の要
件でも入団できるように改正し、大学生等の
入団促進を図っています。
（2）女性消防団員の採用
　神戸市では平成13年度から女性団員の
採用を開始し、平成22年4月1日現在で81
名の女性団員が入団しています。このうち、
実に51名の女性団員が3日間の講習を必
要とする救急インストラクター資格を取得し
て、市民の方々に市民救命士の養成をして
います。さらに、女性団員が寸劇による防災
指導や積載車による防火パトロールを行って
いる消防団もあります。

（警防課 消防団係　他谷和巳）
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今月から始まりました当コーナーですが、
「『防コミ』ってそもそも何？？」という方のた
めに、今回は「防コミ」の概要について簡
単にご紹介したいと思います。

「防コミ」（BOKOMI）って？
「防コミ」とは、「防災福祉コミュニティ」
の略称で神戸市の自主防災組織のことです。
神戸が体験した阪神・淡路大震災のよう

な大規模災害では、災害対応に関する公的
機関の活動には限界があることが認識されま
した。そして「自らのいのちは自らで守る」「自
らのまちは自らで守る」という意識のもと、い
ざという時に対応できる住民による自主防災
組織の必要性が全国的に提言されました。
平成７年度から神戸市内の各地域に結成が
進められた組織が「防コミ」で、現在、市
内の各地域に概ね小学校区単位で１９１の
「防コミ」が結成されています。

どんな活動をしているの？
平成７年度から各地域で防災訓練をはじ

めとしてさまざまな活動が実施されています。
最近では、震災から１５年が経過し震災教訓
と経験の風化が懸念されるなか、震災教訓
の重要な伝え手として、小学校における防
災教育の支援や、「防コミ」内に小・中学
生による「ジュニアチーム」を結成し、定期
に実施する活動を通じて子ども達に震災の
教訓や災害を乗り越えるための知識・技術
を伝えるための活動などが実施されています。

発信～震災時の恩返し～
震災時に国内外からの温かい支援を受け

た神戸市の責務として、震災の教訓を受け
継ぐこれらの「防コミ」活動を「BOKOMI」
として、ＪＩＣＡ（国際協力機構）の研修や視
察等のさまざまな機会を通じて国内外に発信
しており、世界中の住民による自主防災組
織づくりに役立てられています。
今後、当コーナーではこの「防コミ」の
活動を、市民の皆さまに分かりやすくご紹介
していきたいと思います。
（予防課 地域防災支援係　竹中邦明）

「防コミ」って何？

たずね歩き消防団 BOSAI
KO B E
MI RAI

23 22

雪 _10_5 月号 _P22_P23_ 防コミの歩き方・消防団たずね歩き

000000／ tao →


